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に振り替えることが可能）についての適用上限の撤廃し一般ル
ール化（年限なく適用）すること等についても、併せて合意さ
れた。 

 
インド洋まぐろ類委員会（IOTC；インド洋）： 
メバチについて 2022 年に管理手続き（MP）が採択された

ことを受け、2023年に初めて TAC及び国別漁獲上限が合意さ
れた。資源状況に懸念のあるキハダに関して、国別漁獲上限が
設定されているものの、主要漁業国の異議申立により漁獲削減
に繋がっていないことから、その改訂が議論されている。FAD
に関しては、より厳しい管理措置に向けて 2021年から議論が
重ねられた結果、2024 年に漂流式 FAD（DFAD）に関連する
新たな措置（1隻あたり 1度に設置できる数の制限、年間取得
数の制限、1日毎に FAD情報の報告等）が採択された。 

 
全米熱帯まぐろ類委員会（IATTC；東部太平洋）： 
2024 年まで有効であった現行の熱帯まぐろ類関係の管理措

置の見直しについて議論されたが、合意には至らず、現行措置
を 2年間延長する措置を採択した。現行のメバチ・キハダ管理
措置は、まき網漁業の禁漁期間 72日間、漁船毎に前年のメバ
チ漁獲量に応じて禁漁期間を延長、まき網漁船が使用可能な
FAD の使用数を 1 隻あたり 340 基に制限し、2022～2024 年
にかけて段階的に使用数を削減（※使用数上限は船の大きさに
よって異なる）、はえ縄については各メンバーのメバチ漁獲枠
の設定（我が国漁獲枠 32,372トン）が採択されている。 
太平洋クロマグロについては、WCPFC と同様、2024 年に

実施された資源評価の結果を踏まえ、2024 年の年次会合で増
枠の措置等が採択された。 

 
大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT；大西洋）： 
2024 年の年次会合では、現行の熱帯まぐろ類の保存管理措

置の改訂案が採択され、メバチの漁獲可能量が現行の 6.2万ト
ンから 2025 年～2027 年は 7.3 万トンに増枠され、日本の割

当量は 13,866トンとなった。ただし、来年実施予定の資源評
価の結果に基づき、2026 年以降の漁獲可能量が変更される可
能性がある。まき網の FAD使用数については、現行の 1隻あ
たり 300 個から、2025 年は現行と同数、2026～2027 年は 1
隻あたり 288 個となった。さらに、FAD を使用した操業の禁
漁期間は現行の 72 日間から、2025 年は 45 日間、2026 年以
降の措置は次回の会合で検討することとなった。また、タイセ
イヨウクロマグロの TACは、MSEを通じて合意された管理手
続き（MP）に基づき、2023 年から 2025 年までの TAC とし
て、東大西洋（地中海を含む）の資源については 2022 年の
36,000 トンから 40,570 トン（我が国の国別漁獲割当量は、
3,114 トン）に増加させること、西大西洋の資源については
2022年の 2,726トン（我が国の国別漁獲割当量は、664.52ト
ン）を維持することが合意されている。 

 
みなみまぐろ保存委員会（CCSBT；ミナミマグロ）： 
予め決定された管理方式（MP）によって TACが算出されて

おり、その値を踏まえて各加盟国・地域の割当量が設定されて
いる。2023 年の年次会合において 2024～2026 年の各年の
TACは 2023年までの TAC（17,647トン）から 3,000トン増
加の 20,647トン、うち我が国の現在の割当量は 7,247トンで
合意されている。 

 
世界的な過剰漁獲の削減問題はどの RFMO にとっても重要

な課題である。2006年には船舶モニタリングシステム（VMS）
の採用、はえ縄漁獲物の転載をモニタリングするための運搬船
監視の仕組み等がいくつかの RFMO で決定される等、漁業監
視が強化された。また、「漁獲されたマグロ類に対し、漁船の
旗国や定置網、畜養場を管理する国・地域が、漁獲から転載、
畜養、貿易までの全ての行為に対し、それぞれ政府認証を行う」
漁獲証明制度の導入がタイセイヨウクロマグロ（2007 年）と
ミナミマグロ（2008年）で決まった。 
マグロ類各魚種・海域での資源状態及びそれに関連した資源

図 7. 燃油供給価格の推移（水産庁資料、水産庁 2024a） 
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また、最近の国際会議においては、マグロ類の調査研究のみ
ならず、まぐろ漁業による混獲状況の把握やその削減、生態系
保全に向けた情報収集を目的とした科学オブザーバー調査、ま
た混獲削減のための調査研究の実施が求められている。まぐろ
漁業の混獲種という側面もあった外洋性サメ類やカジキ類に
ついても、精度の高い資源評価が求められるようになっている
ので、基本的な漁獲・混獲データの整備とともに、不足してい
た生物学的特性値の充実も急務となっており、標本収集や標識
放流について、各水揚市場、地方公庁船、漁業現場等との協力
が一層重要となってきている。 

今後の問題点 
本項では、マグロ類の資源評価に関する今後の問題点を列記

した。 
●漁獲統計、生物統計の精度とカバー率の向上及びデータ 
収集の迅速化 

●はえ縄、竿釣り、まき網漁業等における漁獲努力量の 
標準化及び漁獲努力量の動向の把握、 
特にまき網漁業データの解析 

●畜養マグロに関するデータの収集とその漁獲が資源に 
及ぼす影響の評価 

●資源評価精度の向上、資源変動要因の解明及び 
資源加入モニタリング技術の開発 

●混獲種に関するデータの充実と混獲が資源に与える 
影響の評価 

データソース 
FAOの統計コレクション 
●国別・海域別・魚種別・年別の漁獲量：https://www.fao.o

rg/fishery/en/collection/capture?lang=en（2024 年 12 月
9日） 

●国別・魚種製品別生産量：https://www.fao.org/fishery/en
/collection/global_pp（2024年 12月 9日） 

●まぐろ類の国別・魚種別・年別漁獲量：https://www.fao.o
rg/fishery/en/fishstat/collections（2024年 12月 9日） 

各まぐろ類地域漁業管理機関のかつお・まぐろ類の 
国別・魚種別・漁法別・年別統計値 
CCSBT（みなみまぐろ保存委員会）：https://www.ccsbt.org

/ja/content/sbt-data（2023年 12月 9日） 
IATTC（全米熱帯まぐろ類委員会）：https://www.iattc.org/en-

US/Data/Public-domain（2023年 10月 30日） 
ICCAT（大西洋まぐろ類保存委員会）：https://www.iccat.int

/en/accesingdb.html（2024年 12月 9日） 
IOTC（インド洋まぐろ類委員会）：https://iotc.org/data/da

tasets（2024年 12月 9日） 
WCPFC（中西部太平洋まぐろ類委員会）：https://www.wc

pfc.int/scientificdatadissemination（2024年 12月 9日） 
水産庁. （参考）A重油及び原油価格の推移. https://www.jf

a.maff.go.jp/j/kikaku/net/attach/pdf/index-61.pdf（2024
年 12月 9日） 

水産庁. 我が国のかつお・まぐろ類供給量と価格. https://w
ww.jfa.maff.go.jp/j/tuna/attach/pdf/index-33.pdf（2024

年 12月 9日） 
水産庁. 令和 5年における国内のクロマグロ養殖実績につい
て（令和 6年 3月 29日時点）. https://www.jfa.maff.go.j
p/j/tuna/maguro_gyogyou/attach/pdf/bluefinkanri-19.pd
f（2024年 12月 9日） 

 
記載内容は 2024年 12月 9日現在である。 
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